
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
及
び
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
五
章
の
二

特
殊
な
作
業
等
の
管
理
（
第
三
十
八
条
の
五

第
三
十
八
条
の
二
十
一
）

第
五
章
の
二

特
殊
な
作
業
等
の
管
理
（
第
三
十
八
条
の
五

第
三
十
八
条
の
十
九
）

第
六
章
〜
第
十
章

（
略
）

第
六
章
〜
第
十
章

（
略
）

附
則

附
則

（
適
用
の
除
外
）

（
適
用
の
除
外
）

第
二
条
の
二

こ
の
省
令
は
、
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
務
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場

合
は
、
当
該
業
務
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
令
別
表
第
三
第
二
号
11
の
２
、
18
の
２
、18
の
３
、

19
の
３
、
19
の
４
、22
の
２
か
ら
22
の
４
ま
で
若
し
く
は
23
の
２
に
掲
げ
る
物
又
は
別
表
第
一
第
十
一
号
の
二
、

第
十
八
号
の
二
、
第
十
八
号
の
三
、
第
十
九
号
の
三
、
第
十
九
号
の
四
、
第
二
十
二
号
の
二
か
ら
第
二
十
二
号

の
四
ま
で
、
第
二
十
三
号
の
二
若
し
く
は
第
三
十
七
号
（
令
別
表
第
三
第
二
号
11
の
２
、
18
の
２
、
18
の
３
、

19
の
３
又
は
22
の
２
か
ら
22
の
４
ま
で
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
も
の
に
限
る
。）に
掲
げ
る
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務
に
係
る
第
四
十
四
条
及
び
第
四
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
条
の
二

こ
の
省
令
は
、
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
務
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場

合
は
、
当
該
業
務
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
令
別
表
第
三
第
二
号
11
の
２
、
18
の
２
、18
の
３
、

19
の
３
、
19
の
４
、22
の
２
か
ら
22
の
４
ま
で
若
し
く
は
23
の
２
に
掲
げ
る
物
又
は
別
表
第
一
第
十
一
号
の
二
、

第
十
八
号
の
二
、
第
十
八
号
の
三
、
第
十
九
号
の
三
、
第
十
九
号
の
四
、
第
二
十
二
号
の
二
か
ら
第
二
十
二
号

の
四
ま
で
、
第
二
十
三
号
の
二
若
し
く
は
第
三
十
七
号
（
令
別
表
第
三
第
二
号
11
の
２
、
18
の
２
、
18
の
３
、

19
の
３
又
は
22
の
２
か
ら
22
の
４
ま
で
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
も
の
に
限
る
。）に
掲
げ
る
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務
に
係
る
第
四
十
四
条
及
び
第
四
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

令
別
表
第
三
第
二
号
34
の
３
に
掲
げ
る
物
又
は
別
表
第
一
第
三
十
四
号
の
三
に
掲
げ
る
物
（
以
下
こ
の
号

及
び
第
三
十
八
条
の
二
十
に
お
い
て
「
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー
等
」
と
い
う
。）を
製
造

し
、
又
は
取
り
扱
う
業
務
の
う
ち
、
バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
り
固
形
化
さ
れ
た
物
そ
の
他
の
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
セ

ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止
す
る
処
理
が
講
じ
ら
れ
た
物
を
取
り
扱
う
業
務
（
当
該

物
の
切
断
、
穿せ
ん

孔
、
研
磨
等
の
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
粉
じ
ん
が
発
散
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
業
務
を
除
く
。）

八

令
別
表
第
三
第
二
号
34
の
２
に
掲
げ
る
物
又
は
別
表
第
一
第
三
十
四
号
の
二
に
掲
げ
る
物
（
以
下
こ
の
号

及
び
第
三
十
八
条
の
二
十
に
お
い
て
「
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー
等
」
と
い
う
。）を
製
造

し
、
又
は
取
り
扱
う
業
務
の
う
ち
、
バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
り
固
形
化
さ
れ
た
物
そ
の
他
の
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
セ

ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止
す
る
処
理
が
講
じ
ら
れ
た
物
を
取
り
扱
う
業
務
（
当
該

物
の
切
断
、
穿せ
ん

孔
、
研
磨
等
の
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
粉
じ
ん
が
発
散
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
業
務
を
除
く
。）

（
測
定
及
び
そ
の
記
録
）

（
測
定
及
び
そ
の
記
録
）

第
三
十
六
条

（
略
）

第
三
十
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

事
業
者
は
、
前
項
の
測
定
の
記
録
の
う
ち
、
令
別
表
第
三
第
一
号
１
、
２
若
し
く
は
４
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ

る
物
又
は
同
表
第
二
号
３
の
２
か
ら
６
ま
で
、
８
、
８
の
２
、
11
の
２
、
12
、
13
の
２
か
ら
15
の
２
ま
で
、
18

の
２
か
ら
19
の
５
ま
で
、
22
の
２
か
ら
22
の
５
ま
で
、
23
の
２
か
ら
24
ま
で
、
26
、
27
の
２
、
29
、
30
、
31
の

２
、
32
、
33
の
２
若
し
く
は
34
の
３
に
掲
げ
る
物
に
係
る
測
定
の
記
録
並
び
に
同
号
11
若
し
く
は
21
に
掲
げ
る

物
又
は
別
表
第
一
第
十
一
号
若
し
く
は
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
物
（
以
下
「
ク
ロ
ム
酸
等
」
と
い
う
。）を
製
造

３

事
業
者
は
、
前
項
の
測
定
の
記
録
の
う
ち
、
令
別
表
第
三
第
一
号
１
、
２
若
し
く
は
４
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ

る
物
又
は
同
表
第
二
号
３
の
２
か
ら
６
ま
で
、
８
、
８
の
２
、
11
の
２
、
12
、
13
の
２
か
ら
15
の
２
ま
で
、
18

の
２
か
ら
19
の
５
ま
で
、
22
の
２
か
ら
22
の
５
ま
で
、
23
の
２
か
ら
24
ま
で
、
26
、
27
の
２
、
29
、
30
、
31
の

２
、
32
、
33
の
２
若
し
く
は
34
の
２
に
掲
げ
る
物
に
係
る
測
定
の
記
録
並
び
に
同
号
11
若
し
く
は
21
に
掲
げ
る

物
又
は
別
表
第
一
第
十
一
号
若
し
く
は
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
物
（
以
下
「
ク
ロ
ム
酸
等
」
と
い
う
。）を
製
造

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
九
号

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
二
年
政
令
第
百
四
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
四
条
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
五
条
第
一
項
、
第

六
十
六
条
第
二
項
、
第
百
条
第
一
項
、
第
百
三
条
第
一
項
及
び
第
百
十
三
条
、
作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
三
条
、
第
五
条
、
第
七
条
第
四
号
、
第
十
四
条
第
三
項
、
第
十
九
条
（
同
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
、
第
四
十
三
条
並
び
に
第
五
十
一
条
並
び
に
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
六
条

第
十
八
号
、
第
二
十
一
条
第
七
号
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
及
び
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信




		2020-04-21T14:47:25+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




